
■ＳＤＧｓ

■関連する主な事業 （単位：千円）

目指す姿 市民が、文化的な個性や魅力にあふれたまちの中で、心豊かに暮らしています。

関連する分野別計画 亀山市文化芸術推進基本計画

基本施策に関連する
ＳＤＧｓのゴール

ＳＤＧｓ推進の考察
かめやま文化年実行委員会、市、文化芸術活動団体等の3つの主体の連携により開催した「かめやま文化年
2024」事業の成果をまとめた記録誌を作成し関係者等へ配布するとともに、市文化会館を中心として文化芸術活
動団体等の様々な団体とのパートナーシップにより、文化芸術関連施策の推進を図ることができた。

令和７年度 施策評価シート

施策の大綱 ２．健康で生きがいを持てる暮らしの充実 評価担当者

基本施策 （６） 文化芸術の推進 市民文化部長　林　秀臣

施策
の方向

事業名
上段：予算額

実績・成果等
下段：決算額

① かめやま文化年事業
394 かめやま文化年事業の検証を目的として、かめやま文化年実行委員会を２回開

催し、事業内容の振り返りと改善点の整理を行った。また、事業の成果をまとめ
た記録誌を作成し、関係者等へ配布した。394

③ 一般事業（文化振興事業）

1,492 広報亀山句会（川柳・俳句）には昨年度より45％多い654人の応募があり、市民
が文化芸術に親しむ機会が創出され、地域文化の振興が図られた。さらに、市
芸術文化協会への財政支援を行ったことで、継続的な文化活動の基盤強化が
進み、地域における文化振興の一層の充実につながった。1,270

③ 市展開催費

3,681 市美術展を開催し、四部門での公募及び入賞者への表彰を実施したことにより、
市民の創作意欲が喚起され、地域における文化芸術活動の活性化が図られ
た。また、作品鑑賞の機会を提供することで、市民が多様な芸術表現に触れる
場が拡充され、地域文化芸術の水準向上と振興・普及に寄与した。3,326

太字：主要事業
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■市民アンケート調査

■施策推進　[施策の方向]
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⑤
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指標 現状値
実績値

目標値
単位 R4 R5 R6 R7

15 16 16

文化会館自主文化事業にかかる参加・入
場者数

人 1,953 Ｒ２ 10,797 15,866 19,378

関係分野における文化芸術の活用事業数 事業 13 Ｒ３ 13 14

22,458 15,000

市主催等の公募展への出演・出展者数 人 156 Ｒ２ 145 133 581 766 200

0.68 芸術や文化に関わる機会について、重要度
が低下した一方で、満足度は向上した。満足
度は低いながらも、文化会館や文化芸術活
動団体等と連携し、文化年事業を通じて成
果発表や鑑賞・体験の機会を継続して市民
に提供した結果が、微増につながっていると
推察される。

満足度 ▲ 0.64 ▲ 0.50 ▲0.42

項目
現状値
[R2]

１次
[R5]

２次
[R6]

市民アンケートの考察
（令和6年度施策評価内容を参考記載）

1 芸術や文化に関わる機会が充実している
重要度 0.63 0.72

2
重要度

満足度

3
重要度
満足度

4
重要度
満足度

文化芸術活動の活性化
文化会館と連携し、文化芸術活動の成果発表の機会の創出と優れた文化芸術の鑑賞・体験の
機会を提供した。今後もこれら機会の充実を図っていく。

施策の方向 施策推進に関する考察

文化芸術施策の推進
「かめやま文化年2024」で高まった文化芸術への関心を継承し、文化芸術団体との連携強化に
取り組んだ。まちの賑わいや魅力の創出につなげるべく事業を進めていく。

文化芸術の拠点づくり
文化会館の非常用発電機などの機能整備を行い、安全性と信頼性を高め、市民が安心して利
用できる環境づくりに努めた。今後も計画的な整備を進めていく。

今後の展開方針

文化芸術推進審議会の提言や「かめやま文化年2024」を検証する中で市・関係団体・参加者等からの多角的な意見を参考に運営体制や
広報方法等の検討を行い、次期かめやま文化年事業に生かせるよう準備を進め、市民が文化芸術活動に関わる機会を創出し、文化芸術の
意識を高められるよう文化芸術施策を推進していく。また、市文化会館や亀山市芸術文化協会等の文化芸術活動を行う団体との連携及び
支援を通じて、文化芸術に優れた人材の育成を図り、文化芸術の交流による賑わい・魅力につなげる。文化芸術の拠点づくりの核となる市文
化会館の適正な管理に努め、市民の施設利用の促進を図る。

総合評価
かめやま文化年実行委員会を開催し、「かめやま文化年2024」の事業内容の振り返りと改善点の整理を行うとともに、
「かめやま文化年2024」の記録誌を作成した。次期かめやま文化年実行委員会の委員選定等を進めることにより、翌
年度の委員会の円滑な開催に向けた準備を行うことができた。地域における文化芸術等継承事業として、市内の子ど
もたち等が地域における文化芸術について知り、興味を持つきっかけとするために「木下町の虫送り」のDVD作成と動画
を制作した。文化芸術の拠点づくりについては、文化会館の非常用自家発電機バッテリー取替及び外部通路土間タイ
ル防滑塗装の修繕を行うことで施設の安全性と信頼性を高め、市民が安心して利用できる環境づくりに努め、ステージ
跳ね返りスピーカーの購入等を行い、市民の施設利用促進に努めた。文化芸術活動の活性化については、広報亀山
句会（川柳・俳句）を通じ、市民が文化芸術に親しむ機会を創出した。また、市芸術文化協会への財政支援を行ったこ
とで、継続的な文化活動の基盤強化が進み、地域における文化振興の一層の充実につながった。市文化会館や市芸
術文化協会等の文化芸術活動団体とが連携して、文化会館フェスタや芸文祭を開催し、文化芸術活動の成果発表
の機会の創出と気軽に文化芸術活動に関わる機会の充実を図った。市展については、出品数、来場者数とも前年度
より増加しており、市民に創作活動及び発表の機会を創出するとともに、名誉市民の彫刻作品や市文化大使の絵画作
品、伊賀市・甲賀市とのいこか連携交流作品の展示も行った。

Ａ
順調に進んだ


